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手術部位感染の予測因子としての肝切除術後早期のドレーン排液培養の有用性

論文内容の要旨

【背景・目的］肝切除において手術手技と周術期管理の向上により，合併症と周術期死亡率は減少してきで

いるが，胆汁漏や手術部位感染は未だ高率に発生する．肝切除術後早期のドレーン排液培養結果と手術

部位感染の発生の因果関係は明らかではない．本研究の目的は，肝切除術後1 日目のドレーン排液培養

結果が手術部位感染の予測因子になりうるか検討することである．

【方法］2014 年1月から2016 年12 月までに当科で肝切除術を行い，予防的ドレーンを留置した全症例を評価

した全例で術後1 日目にドレーン排液を培養検査に提出した．ドレーン排液培養陽性結果と手術部位感

染の発生の関係性について評価した．

［結果］全195症例について検討した．ドレーン排液培養陽性群は6例（3.1%）で， Carynθbactθ•rium species 1 

例， Ent θ'I'COCCUS species l例， Bactθ•raidθs distasonis 1例， coagulase-negative Staphylococcus l例，

Enterococcus Jaec1 ・um l例， methic1Jlin rθ sistant Staphylococcus aur θus 1例が検出された．ドレーン排液

培養陽性結果における周術期のリスク因子を多変量解析で検討すると，消化管合併切除のみが独立したリ

スク因子で、あった（オッズ比：24.4, p =0.006 ）.また，手術部位感染における周術期のリスク因子を多変量解

析で検討すると，術後1 日目のドレーン排液ピリルビン値が3mg /dL 以上（オッズ比：4. 72, p =0.002 ）と，ドレー

ン排液培養陽性結果（オッズ、比：26.1, p =0.006 ）が独立したリスク因子で、あった． 胆管空腸吻合あるいは消

化管合併切除を行なっていない症例で、検討すると，ドレーン排液培養陽性と手術部位感染の因果関係は

認めなかった．

［結語］肝切除術後1日目のドレーン排液培養陽性は手術部位感染と相関関係を認めたが，消化管に関与

した手技を行なっていない症例で、は因果関係は認めなかった．


